
風力発電と野生生物への影響に関する国際学会
(Conference on Wind energy and wildlife impacts)

の参加報告

自然保護室
浦 達也

2011年 5月2～5日／ノルウェー・トロンハイム市、Radisson Blu Royal Garden Hotel

目的：海外と比べ日
本では研究が遅れて
いる風力発電と野生
生物に関する分野の
研究について、世界
の最新情報を得るた
めに参加しました。
特に、今後は日本で
導入が検討される洋
上風力発電の話題に
ついて注目しました。



まずは、ノルウェーホルン♪でお出迎え



プログラム
（1～2日目）

開会と
全体集会

環境影響評価
と立地選択

建設前と後の
モニタリング

死亡率の研究



種特異的
脆弱性と
集団効果

行動的および
空間的応答

衝突危険度の
数学モデル化

調査方法と
統計的手法

（3日目）

日本人研究者の白木博士



累積的影響

調査の手段
と技術

影響の緩和
と代償措置

陸上と洋上
風力発電の
将来的課題

（4日目）



ポスター発表も多数ありました



エクスカーションとして、ビーバーの巣を見学しに行きました。
★写真左側の木枝の山がビーバー作のダム



主催者らが閉会の挨拶。内容の充実した学会もこれで終了



5月6日はSmola島の風力発電所を見学に。写真は道中でみたフィヨルドの景色



参加者らと島に到着。Smola島には2MW×20基、2.3ＭＷ×48基の風車が建つ



Smola島はオジロワシの一大繁殖地だが、毎年多数が衝突死し、繁殖数が減少



Smola島では、レーダーで鳥の動きを24時間監視する



そして、学会と風力発電所の見学
も終わり美しいノルウェー・トロン
ハイムの町並ともお別れ

日本では聴くことができないだろう
世界最新の研究結果を知ることが
でき有意義な学会参加となりました

この成果はぜひ、今後の当会の
活動に活かしてまいります

★ 地球温暖化対策を行わないと、近い将来

に生物多様性や生態系サービスの機能が大
きく失われると予想されることから学会参加
者は、CO2を排出しない風力発電が広く導入

されることに期待していました。しかし、生
物多様性保全のための風力発電導入で、衝突
死等により生物多様性が失われることがあっ
ては、風力発電導入の意味がなくなります。
そのため参加者は、風力発電の導入を問題視
し抑制するためではなく、風力発電と野生動
物が共存できる方法を知り、風力発電が真に
クリーンなエネルギーになるために、この問
題を研究していることが分かりました



最後に、デンマーク・コペンハーゲン市の沖のミドルグロン洋上風力発電所を
眺めながら、ヨーロッパ大陸を離れました


